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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 多結晶金属材料の強化法として、結晶粒微細化は最も一般的な手法である。この十数年来、微細結

























 第５章では、高サイクル疲労試験の結果について述べた。焼鈍材の 107 サイクルでの疲労限が




 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
多結晶金属材料の強化法のうち結晶粒微細化は最も一般的な手法であり、微細結晶粒を得る方法と


















200MPa の焼鈍材は 4回の ECAP加工パスによって 1.5GPaにまで高められることを明らかにしている。
また、高サイクル疲労試験の結果から、結晶粒径が約 50 ミクロンの通常の焼鈍材の 107サイクルで
の疲労限が 200MPa 弱であるのに対し、3 回の ECAP パス材のそれは 550MPa にも達することを明らか
にしている。 
 本論文は比較的硬い材料の ECAP 加工を実現するための技術的問題の解決策を示し、これによって
得られたオーステナイト系ステンレス鋼 SUS316L の結晶粒微細化における変形双晶の役割を議論し、
さらには、ナノ構造化された SUS316L鋼の降伏応力や疲労限の値を初めて示した研究であり、塑性加
工学、機械材料学、材料強度物性学やナノ構造材料学の発展に寄与するところ大である。よって本論
文の著者は博士（工学）の学位を授与するに値すると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
